
１月22日（金）３校

時、正木教諭による

２年次研修の研究授

業が行われました。単元名は「資料

の分析と活用」で、生徒は資料を読

み取ったり、整理したりして、分析

しながら資料の特徴を説明し、主体

的な授業を展開していました。

３年生は進路に向けて、

２学期から、校長先生や副

校長先生に面接練習をして

いただき、３学期は自主的

に申し出た生徒に再度面接

練習を行っています。生徒

は、受験する高校の志望動機などを確認しなが

ら、本番に向けて備えました。
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２月1日（月）朝礼

2日（火）都立高推薦合格発表

3日（水）6時間授業

8日（月）入学生保護者会

10日（水）私立高校一般入試

11日（木）建国記念の日

12日（金）都立高願書取り下げ

15日（月）専門委員会、都立高願書再提出

二

月

予

定

17日（水）道徳（いじめについて）

21日（日）都立高一次・前期入試

23日（火）天皇誕生日

24日（水）学年末試験［技家、美、音］(1,2)

4時間授業

25日（木）学年末試験［社、数、理］

4時間授業

26日（金）学年末試験［国、英、保体］

避難訓練

都立高推薦受検出願都立高推薦受検出願

１年国語研究授業１年国語研究授業

１年数学
研究授業

１月12日（月）

昨年までは、生徒は直接、高

校に行き願書を提出しましたが、

今年度は新型コロナウイルス感

染対策の一つとして、願書を高

校ごとにレターパックに入れ、

中学校がまとめて送付すること

になりました。

食育食育
毎月、朝の10分間で、小池

栄養士による給食指導が行わ

れています。今月の１学年は

「食器の正しい置き方を知ろ

う」、２学年は「あいさつの

意味を知ろう」、３学年は「してはいけないはし

づかいを知ろう」というテーマで学びました。

１月12日（水）３校時、髙橋教諭による初任者研修

の研究授業が行われました。単元名は「少年の日の

思い出」作；ヘルマン・ヘッセ（訳；高橋健二）で、

生徒は単元の目標である場面の展開や情景描写を捉

え、登場人物の心情の変化を読み取ったり、登場人

物の考え方や感じ方について自分の考えを発表した

りして、深く学ぶことができました。

生徒会活動生徒会活動

面接練習面接練習

昨年12月に小学校と合同で行われたユニセフ募金38,809円を日

本ユニセフ協会へ送ることができました。また、その後、障害者

団体の活動資金などを援助するために”愛のハガキ運動”として

書き損じた郵便ハガキ、余った郵便ハガキ、未使用切手、未使用

テレカ等を３学期始業式の朝に生徒会役員が集めました。ご協力

してくださった皆様方、ありがとうございました。

１月12日（月）～14日（水）

３学年の授業

書き初め書き初め 国語の授業で書き初めが

行われました。１年生は楷書で「新たな

決意」、２年生は行書で「夢を信じる」、

生徒は緊張しながらも楽しく、中心線や

バランスを意識しながら、お手本に書き

込みをして、何度も練習をしてから書い

た力作です。学習発表会でも展示します

ので、ぜひ、ご覧ください。

人に自分の考えをしっかり伝えること、それが重要な世の中になってきました。

受験を迎えた３年生は、今、入試時の面接の練習に四苦八苦しています。志望理由、高校に入って

やりたいこと、将来について、中学校時代について、自己ＰＲ…などの質問にしっかり答えられるよ

う何度も面接の練習を行いました。返答を暗記しただけでは、突然の質問に答えられないため、自分

の考えがしっかり言えるよう頭の中でまとめて言葉にしなければいけません。しかし、普段からてい

ねいな言葉で話すことの少なかった中学生にとって、これは至難の業です。いつもは気の知れた仲間

と話すことが多いので、短い文だけで会話が済んでしまうことも多いでしょう。きちんとした言葉で

人に伝えることは授業でも指導していますが、自分の考えをまとめて話すことはなかなかうまくでき

るようにならないものです。しかし、何度も何度も練習するうちに３年生は見違えるほど堂々といろ

いろな質問にもはっきり答えられるようになってきました。

これからの時代は、面接のように自分の考えをしっかりと人に伝えること、コミュニケーションの

力が重要になります。相手の気持ちになって、わかりやすく、長すぎず、ていねいな言葉で伝えるこ

とが大切です。その力を身に付けるために中学校のうちから心がけておくと良いことは、

・人の話をしっかり聞き、その人が何を伝えたいのかを聞き取る（聞き上手になる）

・語彙を増やすために読書や人の前で話す機会を多くもつ

・普段からていねいな言葉で相手にわかりやすく話す習慣をつける

・聞き手の立場になって話す

・頭の中で整理してから話す

です。

自分の考えを伝える前に聞き上手になること、人が何を伝えたいのか要点を聞きとることができる

ようになれば、自分でもそのことを意識して話すようになります。そして、人前で話したり、意見を

言ったりする機会を積極的にもつことです。また、語彙を増やすために今以上に本や新聞を読むこと

も重要です。自分の話す言葉のなかにどんどん新しい言葉が使われるようになれば、聞いている人に

もわかりやすくなり驚かれることもあるはずです。

自分の気持ちや考えを相手にしっかり伝えるようになることは簡単ではありません。将来、仕事に

ついても大切になってくることです。３年生の入試での面接を良い機会として、普段から心がけて自

分を磨きましょう。


